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1. 国語科における言葉による見方・考え方を働かせた深い学び 

 国語科の特質は，言葉そのものを学習対象としていることであり，社会科で扱う社会的事象や

理科で扱う自然事象等について理解することではない。国語科では，学習者が事物，経験，思い

をどのような言葉で理解し，どのような言葉で表現するかという過程が大切である。このような

国語科の特質に応じて働く見方・考え方は，「言葉による見方・考え方」として学習指導要領解

説では以下のように示されている。 

 

 

国語科の学習過程において言葉による見方・考え方を働かせることで，言葉を吟味したり解釈し

たりしながら自分の思いや考えを形成することができる。 

そこで，本校国語科では言葉による見方・考え方を働かせた深い学びを次のように定義した。 

 

 

言葉による見方・考え方を働かせた深い学びを促すためには，まず，子ども自身が言葉を自分に

向けられたものとして受け止められるようにするとともに，誰かに伝えたいという思いをもたせ

ることが課題解決に向けた第一歩となる。その際，言葉を自分の知識や経験と重ねて考えを伝えた

り，他者（作者・筆者や友達）の考えを受け入れたりすることで，自他の考えの共通点や差異点を

明確にすることができる。 

さらに，一人一人が自分の考えを支える言葉にこだわるだけでなく，自分の考えとつながってい

なかった言葉にも向き合いながら自分の考えを再構築することが重要である。 

言葉による見方・考え方を働かせた深い学びの具体例として，第３学年の教材「ちいちゃんのか

げおくり」による実践（「しらべる・ふかめる」過程）を示す。「１回目のかげおくりは，どのよう

なかげおくりなのだろうか。」という学習課題に対して，ある子どもが「１回目のかげおくりは楽

対象と言葉，言葉と言葉の関係を，言葉の意味，働き，使い方等に着目して捉えたり問い

直したりして，言葉への自覚を高めること。（小学校学習指導要領解説国語編Ｐ11） 

 課題解決のために話したり聞いたり書いたり読んだりして着目した言葉を，自分の知識や

経験と重ねて理解したり表現したりすることで自分の考えを再構築し，その過程を振り返る

学び。 
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しいかげおくりだ。」のように発言したとする。そのとき，教師が「ちいちゃんとお兄ちゃん（子

ども）」「お父さんとお母さん（親）」の２つの立場で，次のような学習活動を展開する。（下線部は，

言葉による見方・考え方を働かせているところ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題「１回目のかげおくりは，どのようなかげおくりなのだろうか。」を設定することで，子

どもたちは，「かげおくり」という遊び（対象）に対する父親の「記念写真」という言葉の関係を，

自分が家族で記念写真を撮った思い出（自分の経験）と重ねて理解し，自分の考えを友達に表現す

ることで，第１場面のかげおくりは家族の複雑な思いが込められているという考えとして深めるこ

とができた。 

「しらべる・ふかめる」学習場面の他にも，一単位時間の各学習過程において言葉による見方・考

え方を働かせた深い学びは図１のような子どもの姿として見取ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ児  １回目のかげおくりは，楽しいかげおくりだと思います。だって，ちいちゃんとお

兄ちゃんは，かげおくりが成功したとき「すごうい。」と言っています。  

だから，僕はちいちゃんとお兄ちゃんにとっては楽しいかげおくりだと思います。（子

どもの立場） 

Ｂ児  私は，お父さんにとって「楽しいかげおくり」ではないと思います。なぜなら，お

父さんは「今日の記念写真だなあ。」と言っています。私は，誕生日や旅行のときに家

族で記念写真を撮ったことがあるけど，その日は家族にとって特別でした。（親の立場） 

Ｃ児  僕はＢさんと同じ考えです。お父さんにとって，この日は特別な日です。なぜなら，

お父さんは次の日に出征することになっていたからです。（親の立場） 

Ｄ児  ちいちゃんたちは，しばらくかげおくりをして遊んでいます。ちいちゃんはまだ幼

いから，お父さんが戦争に行ったことの意味がよく分からないのかもしれません。（子

どもの立場） 

Ａ児  なるほど。僕は第１場面のかげおくりを「楽しいかげおくり」だと思っていました。

でも，Ｂさんの「記念写真」についての考えを聞いて，ちいちゃんとお兄ちゃんにと

っては「楽しいかげおくり」だけど，お父さんとお母さんにとっては「悲しいかげお

くり」だという考えになりました。（子どもと親の立場） 

 

 

【図１  各学習過程における言葉による見方・考え方を働かせた深い学びの姿】  



古園・下戸・辻󠄀：言葉による見方・考え方を働かせた深い学びを促す学習指導 

以上のように，本校国語科では，言葉による見方・考え方を働かせた深い学びを促すために，「自

分の考えが学習課題に対して適切なものになっているか」「自分の考えを既習・他者・教材等とつな

ぎながら問い直すことができているか」という二点に着目して授業のポイントを整理した。 

 

2. 言葉による見方・考え方を働かせた深い学びを促す学習指導のポイント 

深い学びを実現するために，以下のポイントで教師の働きかけを行っていくことが重要である

ことを見いだした。 

2.1. 内容と形式の両面から言葉を吟味することにつながる一単位時間の学習課題の設定 

これまで，本校では，一単位時間の学習課題を，単元の言語活動の試し作りで明らかになった子

どもの課題（単元の学習課題）を基に，その課題解決を図ることができるように設定してきた。

「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域に関しては，単元の学習課題が資質・能力に直結して

いるため，一単位時間ごとの学習課題について，育成すべき資質・能力を明確にして設定すること

ができた。 

しかし，「読むこと」の領域においては，教材文を媒介として学ぶことになるため，学習課題設

定の際に文学的文章や説明的文章そのものの中身である内容的価値と文章の表現や構成等の形式

的価値の一方に重きを置いてしまう傾向があった。そのため，教材文の内容と表現や構成の工夫に

ついて同じ時間に扱わず，一通り読み取った後に切り離して指導する形になることがあった。本来，

内容的価値と形式的価値は一体であり，形式的価値を手がかりにして，より内容を深く読むことが

できるものである。したがって，内容的価値と形式的価値のバランスを意識した一単位時間の学習

課題を設定していくことは，教師自身の意識の中に指導すべき資質・能力が明確になるため，重要

であると考える。 

そこで，子どもが自分事として捉えた課題を多面的・多角的に考えて自分の考えを再構築させ

ていくことが，言葉による見方・考え方を働かせている姿であると捉え，学習課題設定に必要な要

件を，以下のように設定した。  

 

 

 

 

  上記の学習課題設定に必要な要件を満たす学習課題は，以下の手順で設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

【学習課題設定に必要な要件】 

Ａ 主体的に学習に取り組むことができるように，子どもの疑問を基に設定した学習課題 

Ｂ 協働して解決することができるように，多角的・多面的な考えを出しやすい学習課題 

Ｃ 考えを深めることができるように，形式的価値から言葉を吟味し内容的価値に迫ることの

できる学習課題 

【学習課題設定の手順】 

１ これまで身に付けてきた能力や態度の系統を基に，本単元で身に付けさせる資質・能力を

明らかにする。 

２ 教材を分析し，内容的価値・形式的価値を見いだし，資質・能力を身に付けさせることに

つながる言語活動を設定する。 

３ 単元の指導計画を作成し，各一単位時間において身に付けさせる資質・能力を明らかにす

る。 

４ 本時において身に付けさせる資質・能力を育成するために，吟味させたい言葉を検討する。 

５ 吟味させたい言葉を既習・教材・他者等とつなぎながら考えを深めていく子どもの姿を想

定し，その言葉が吟味するに値するか検討する。 

６ 学習課題設定の要件に照らして，要件Ａ・Ｂ・Ｃを満たした学習課題を設定し，授業の導

入を構想する。 
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 上記の学習課題設定の要件・手順をふまえた具体例は図２のようになる。 

 

2.2 言葉と言葉をつなぎ，自分の考えを再構築させる「ひとみ学習」 

「ひとみ学習」とは，個人での学び（「ひとりで」），相手との一対一での学び（「ともだちと」），

集団での学び（「みんなで」）を，一単位時間の中に配した学習指導のことである。「ひとみ学習」

によって，子どもたちは言葉と言葉をつなぎ，自分の考えを再構築させながら学びを深めることが

できる。 

まず，自分の思いや考えをしっかりもたせるために，学習課題に対する直感をもたせ，「ひ」の

段階で教材文や既習等を基にその直感の根拠を集めさせることで，自分の考えへと高めさせる。 

次に，友達との対話の中で自分の考えや考えの根拠を交流させる。その交流において，子どもた

ちは，自分の考えを相手に分かってもらおうと既習事項・他者・教材等をつないで説明し合う。そ

の際，相手を納得させることを意識して伝え合う中で，自分の知識や経験と重ねて理解したり表現

したりすることで，考えをより強固にしたり，新たな考えを付け加えたり，よりよい考えへと修正

したりする。 

【図２ 学習課題設定の具体例(教材：わらぐつの中の神様)

【手順１】 本単元で身に付けさせる資質・能力「物語の特色をとらえながら読む」 

【手順２】 単元名「特色をとらえながら読み，物語をめぐって話し合おう」 

（教材「わらぐつの中の神様」）→言語活動「物語の特色の紹介」 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 ＜本単元で捉えさせたい「物語の特色」＞ 

① 登場人物の人柄や，ものの見方・考え方 

② 登場人物の関係 

③ 物語の構成    ④ 文章表現 

⑤ 題名の付け方   ⑥ 方言の効果 

 

【手順３】 

・ 現在前半…①③⑥ 

・ 過去前半…①④⑥ 

・ 過去後半…①②④ 

・ 現在後半…②③⑤ 

【手順４・５】本時において捉えさせたい「物語の特色」・・・①②④ 

 

 

 

 

 

 

【手順６】学習課題の設定 

 （要件Ａ）数回しか会っていないのに結婚を申し込むことによる疑問 

 （要件Ｂ）おみつさんと大工さんの人柄，二人のものの見方・考え方の一致 

（要件Ｃ）色彩・ダッシュ・文末表現等から要件Ｂを類推 

 

 

 

 

 
学習課題：なぜ，大工さんは，「なあ，おれのうちへ来てくんないか」と言ったのか。 

② 登場人物の関係 

・ 大工さんの仕事に対する

見方・考え方と，おみつさん

のわらぐつ作りの姿勢とが

重なる。（価値観の一致） 

④ 文章表現 

・ 白いほおが夕焼けのよう

に赤くなりました。（色彩） 

・  

・ 分かるつもりだ。（断定） 

① 登場人物の人柄や見方・考え方 

・ おみつさん→恥ずかしがり

屋，相手のことを考えて行動，

優しい 

 ・ 大工さん→頼りになる，優し

い 

大工さんが結婚を申し込んだ理由として，「人柄に惹かれた」「価値観が共通していた」

等を文章表現の工夫から見いだすことができる。 
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そして，全体で共有した複数の「深い考え」を基に，学習課題に対する答えとして適しているも

のを判断したり，いくつかを統合したりして，自分なりの本時のまとめを見いだし，そのようなま

とめになった理由を振り返る。 

以上のように，子どもが学び合いの中で自分の思いや考えを往還させながら，自分の考えを他者

の考えと比較・関係付けさせながら深化・拡充させること（図３）ができるようにすることが重要

である。その際，教師はねらいに即して「ひ」「と」「み」の形態を選択し，下の表１のような「自

分・既習・他者・教材等とつなぐ働きかけ」を行うことが有効である。 

 

 

つなぐ働きかけ 内 容 

自    分 問いをもとに課題を設定する ・自分自身が解決したい問いは何なのか 

自  分 学習のプロセスや変容を問う ・学びの振り返り（国語の能力・友達との学び・思考方法） 

既  習 身に付ける「国語の能力」を問う ・適用した「国語の能力」  

既  習 直感の思いや考えをもたせる ・前時までの思いや考え       ・経験 

他  者 
思いや考え, 根拠や理由をつなげ

る 

・同じ思いや考え    ・異なる思いや考え   

・同じ根拠や理由    ・異なる根拠や理由 

他  者 価値付けする ・思いや考えのよさを認める ・根拠や理由のよさを認める 

教  材 根拠や理由を問う ・足りない部分を引き出す ・曖昧な根拠や理由を明確にする 

教  材 思いや考えにずれを起こす ・反証を促す教材の提示や発問 

【図３ ひとみ学習の具体例(教材：わらぐつの中の神様)

既 

習 

【既習・教材とつなぐ】 

ダッシュは「すみ

ません」と言う言

葉が入りそう。優

しさが伝わるよ。 

【まとめ】 大工さんとおみつさんの仕事に対する価値観が近かったり，おみつさんの優し

さを感じたりしたから。 

教 

材 深い考え  

【他者・教材とつなぐ】 

わらぐつに着目する考え

については，取り入れよ

う。大工さんの言葉にある

「いい仕事」とおみつさん

のわらぐつづくりの姿勢と

重なっているから。断定的

に言っているし，価値観が

近いことは，うれしかった

にちがいないよ。 

深い考え  

【他者・教材とつなぐ】  

おみつさんの作ったわ

らぐつは，丈夫で長持ち

しそうで，心がこもって

いる。大工さんは，その

わらぐつを見て，おみつ

さんの「相手のことを考

える」という思いやりを

感じたから結婚したくな

ったのだと思う。 
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他 

者 

 他 

者 

【教材とつなぐ】 

何度もおみつさ

んのわらぐつを買

っているから，わ

らぐつを気に入っ

たんだ。 

直感 おみつさんの性格に

惹かれたのだと思う。 
直感 わらぐつの作り方が

よかったのだと思う。 

直
感
の
考
え
を
も
つ 

【学習課題】なぜ，大工さんは，「なあ，おれのうちへ来てくんないか」と言ったのか。 

【表１ ひとみ学習における自分・既習・他者教材とつなぐ教師の働きかけ
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3. 授業実践と考察 

3.1 授業実践  

本実践では，以下の学習指導案を作成し，研究授業を行った。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



古園・下戸・辻󠄀：言葉による見方・考え方を働かせた深い学びを促す学習指導 
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古園・下戸・辻󠄀：言葉による見方・考え方を働かせた深い学びを促す学習指導 
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3.2 考察 

本時の場面において，学習課題設定に必要な要件Ａ，Ｂ，Ｃを踏まえた学習課題を想定したこ

とで，子どもたちは，お父さんが何も言わずに汽車に乗って行ってしまった理由について疑問を

もち，「ゆみこを悲しませたくなかったから」「ゆみこの喜ぶ顔を見て安心したから」「コスモスに

思いを込めていたから」といった多面的な考えを出し，既習の場面と関係付けながら本時の場面

の様子について想像を広げることができた。よって，要件Ａ，Ｂ，Ｃを踏まえて学習課題を設定

することは，子どもの考えを広げたり深めたりする学び合いにつながると言える。  

   学び合いについては，子どもたち全員が直感の思いや考えをもち，教材から自分の考えの根拠

を探し，他者の考えと比較・関係付けながら学び合うことができた。その中で，「一つの花を見つ

めながら――」という叙述のダッシュに込められたお父さんの思いを想像したことを伝え合うこ

とで，「みんなで」の学び合いが深まった。その結果，学習課題に対する最初の考えとまとめで書

いた最終の考えとを比較すると，自分の考えが強固・付加・修正されたまとめを書くことができ

た。よって，言葉と言葉をつなぎ，自分の考えを再構築させるひとみ学習を行うことで，言葉に

よる見方・考え方を働かせた深い学びを展開することができたと言える。 

 

4. 今後の方向性 

  今回の研究では，主に「読むこと」領域の文学的文章における深い学びの実現に向けて研究して

きた。次年度は，「話すこと・聞くこと」領域や「書くこと」領域，「読むこと」領域の説明的文章

における深い学びの実現に向けた学習指導を研究していく。  

 

5. おわりに 

本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成 30 年度研究紀要で発表した研究内等に基づき，

国語科教育において研究をさらに発展させ，その研究成果をまとめたものである。  

 

 

 


